
よ
っ
て
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

睡
眠
薬
の
タ
イ
プ
に
お
け
る
作
用
の
違
い

を
知
り
、
よ
り
安
全
で
、
や
め
や
す
い
薬
を

選
択
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
不
眠
症
薬

物
治
療
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

睡
眠
学
入
門

…ZZ
Z

快
適
な
眠
り
に
い
ざ
な
う
た
め
に

る
、
途
中
で
目
覚
め
に
く
く
す
る
な
ど
の
効

果
が
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
服
用

後
に
ふ
ら
つ
き
や
す
く
な
り
、
転
倒
リ
ス
ク

が
高
ま
る
こ
と
、翌
日
に
眠
気
が
残
っ
た
り
、

服
用
後
の
記
憶
が
な
く
な
る
な
ど
認
知
機
能

へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
長
期
間
の

服
用
で
元
々
な
か
っ
た
強
い
不
安
や
不
眠
が

出
現
し
て
、
や
め
づ
ら
く
な
る
な
ど
依
存
性

の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
２
０
０
０
年
頃
よ
り
、
メ
ラ
ト
ニ

ン
受
容
体
作
動
薬
（
ロ
ゼ
レ
ム
R
）
が
上
市

さ
れ
ま
し
た
。
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
、
元
は
体
内

に
あ
り
生
体
リ
ズ
ム
に
強
く
関
連
す
る
ホ
ル

モ
ン
で
す
が
、
こ
の
タ
イ
プ
の
薬
は
体
内
リ

ズ
ム
を
整
え
る
結
果
と
し
て
眠
り
を
安
定
化

し
ま
す
。
睡
眠
リ
ズ
ム
の
異
常
が
背
後
に
あ

る
不
眠
症
に
有
効
で
、（
非
）
ベ
ン
ゾ
ジ
ア

ゼ
ピ
ン
系
と
は
異
な
る
作
用
機
序
の
た
め
、

ふ
ら
つ
き
や
健
忘
を
生
じ
づ
ら
く
、
安
全
性

が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
人
の
５
人
に
１
人
が
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
不
眠
症
の
治
療
に
お
い
て
、
よ
く

用
い
ら
れ
る
睡
眠
薬
の
最
新
情
報
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

現
在
、
不
眠
症
治
療
に
用
い
ら
れ
て
い
る

睡
眠
薬
に
は
、
①
（
非
）
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ

ン
系
睡
眠
薬
②
メ
ラ
ト
ニ
ン
受
容
体
作
動
薬

③
オ
レ
キ
シ
ン
受
容
体
阻
害
薬
の
３
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
も
漢
方
薬

（
抑
肝
散
、
酸
棗
仁
湯
）
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
（
ア
セ

ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
）
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
現
在
、
最
も
使
わ
れ
て
い
る
の

は（
非
）ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬（
ル

ネ
ス
タ
R
、
マ
イ
ス
リ
ー
R
、
レ
ン
ド
ル
ミ

ン
R
な
ど
）
で
す
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
中
枢

神
経
に
広
く
分
布
し
た
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
と
い
う
抑

制
系
の
神
経
を
強
め
る
こ
と
で
睡
眠
作
用
を

得
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
寝
付
き
を
よ
く
す

は
睡
眠
リ
ズ
ム
が
不
安
定
に
な
る
方

が
増
え
る
時
期
で
す
。
今
回
は
、
日

秋

　

さ
ら
に
２
０
１
４
年
か
ら
上
市
さ
れ
た
オ

レ
キ
シ
ン
受
容
体
阻
害
薬
（
デ
エ
ビ
ゴ
R
、

ベ
ル
ソ
ム
ラ
R
）
は
、
主
に
覚
醒
維
持
に
働

く
オ
レ
キ
シ
ン
神
経
の
作
用
を
弱
め
る
こ
と

で
自
然
な
眠
り
を
誘
う
薬
で
す
（
図
）。
こ

の
タ
イ
プ
も
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
副
作
用
が
少
な
く
、
服
用
を
中

止
し
や
す
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
上
市
さ
れ
た
デ
エ
ビ
ゴ
R
は
、
ふ
ら

つ
き
や
認
知
機
能
な
ど
安
全
性
が
高
い
こ
と

を
示
す
デ
ー
タ
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
睡
眠

効
果
、
特
に
入
眠
に
対
す
る
作
用
が
明
確
で

上
市
後
処
方
件
数
が
急
速
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
開
発
中
の
新
薬
は
す
べ
て
こ

の
オ
レ
キ
シ
ン
受
容
体
阻
害
薬
で
す
。
今
後

は
こ
の
タ
イ
プ
が
睡
眠
薬
の
中
心
と
な
っ
て

い
き
そ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に
メ
ラ
ト
ニ
ン
受
容
体
作
動
薬
の

開
発
や
オ
レ
キ
シ
ン
（
ヒ
ポ
ク
レ
チ
ン
）
の

発
見
は
、
い
ず
れ
も
日
本
の
睡
眠
研
究
者
に

新
し
い
睡
眠
薬
の
動
向
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おぞね もとひろ

［執筆者］

図 GABAとオレキシン神経系の比較
GABA オレキシン

中枢神経系に
おける
分布状況

●広範囲に分布
●150億～200億ニューロン1),2)

●限局的に分布3)

●10万ニューロン以下4),5)

睡眠および
覚醒に対する
作用

●鎮静作用6)

●抗不安作用6)

●筋弛緩作用6)

●覚醒状態の維持作用7)

●覚醒状態の安定化作用7)

参考文献１）～7）はこちらから➡
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